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平成30年3月7日 

各 位 
 

                         

会 社 名 東洋製罐グループホールディングス株式会社 

代 表 者 名 取締役社長 中井 隆夫 

（コード番号 5901   東証第一部） 

問 合 せ 先 執行役員総務部長 小笠原 宏喜 

（TEL 03－4514－2001） 

 

   

当社連結子会社（孫会社）の異動（株式譲渡）に関するお知らせ 
 

 

当社は、平成 30 年 3 月 7 日開催の臨時取締役会において、当社の連結子会社である東洋製罐株式会社（以

下「東洋製罐」といいます。）が保有するペットリファインテクノロジー株式会社（以下「ＰＲＴ」といいま

す。）の株式のすべてを、日本環境設計株式会社（以下「日本環境設計」といいます。）に譲渡することについ

て決議いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。なお、この株式譲渡により、ＰＲＴは当社の連

結の範囲から除外されることになります。 

 

記 

 

１． 株式譲渡の理由 

当社グループは、ペットボトルのリサイクルによる環境対応を重要な事業戦略の一つと捉え、平成 20 年 10

月10日に、ペットボトルリサイクル事業を行うＰＲＴを設立いたしました。 

ＰＲＴは、使用済みのペットボトルを分子レベルまで分解し、再びペット樹脂を作り出す独自のケミカルリ

サイクル技術を保有しており、リサイクル事業の拠点として当社グループの重要な役割を果たしてまいりまし

た。しかしながら、設立当初より収益性の確保が課題であり、近年の廃ペットボトル価格の高騰や競合する

バージン樹脂価格の下落などにより価格競争力が著しく低下し、利益を確保することが困難な状況が続いてお

りました。一方で、日本環境設計は、ペットボトルと同じペット樹脂を原料とするポリエステル繊維のケミカ

ルリサイクル事業を展開しており、ＰＲＴの技術および設備を有効活用することにより、同社のリサイクル事

業の成長が可能であると考えております。 

今般、当社と日本環境設計との間で協議を重ねた結果、東洋製罐が保有するＰＲＴ株式を日本環境設計にす

べて譲渡し、日本環境設計に経営を主導していただくことが、ＰＲＴの更なる企業価値の向上につながるとの

考えにいたりました。また、今後の戦略を検討した結果、当社グループとしても、ＰＲＴ株式の譲渡によって

既存事業の構造改革の推進、重点事業への経営資源の集中を図ることができるものとの判断にいたりました。 

 

２．株式を譲渡する子会社の概要 

（１） 名 称 東洋製罐株式会社 

（２） 所 在 地 東京都品川区東五反田二丁目18番1号 

（３） 代表者の役職・氏名 取締役社長 大塚 一男 

（４） 事 業 内 容 
金属、プラスチックとそれらの複合材料を素材とした包装容器の設計・開

発・製造、食品関連機械、包装システムの販売および技術サービス 

（５） 資 本 金 1,000百万円 
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３．異動する孫会社の概要 

（１） 名 称 ペットリファインテクノロジー株式会社 

（２） 所 在 地 神奈川県川崎市川崎区扇町12番2号 

（３） 代表者の役職・氏名 取締役社長 石井 成 

（４） 事 業 内 容 ペットボトルリサイクル事業 

（５） 資 本 金 
1,234百万円 

 (平成30年3月末までに80百万円に減資を予定しております。) 

（６） 設 立 年 月 日 平成20年10月 10日 

（７） 大株主および持株比率 東洋製罐株式会社 100.0% 

（８） 
上場会社と当該会社 

と の 間 の 関 係 

資 本 関 係 
東洋製罐は当該会社の発行済み株式の100.0%を保有して

おります。 

人 的 関 係 

東洋製罐の監査役 1 名が当該会社の監査役を、東洋製罐

の執行役員 1 名および従業員 1 名が当該会社の取締役を

兼務しております。 

取 引 関 係 
当社は当該会社に対して金銭の貸付および設備の賃貸借

を行っております。 

（９） 当該会社の最近３年間の経営成績および財政状態 

  決 算 期 平成27年3月期 平成28年3月期 平成29年3月期 

 純 資 産 757百万円 1,022百万円 △223百万円 

 総 資 産 1,880百万円 2,741百万円 1,902百万円 

 １ 株 当 た り 純 資 産 18,047.42円 24,333.81円 △5,332.10円 

 売 上 高 4,013百万円 3,773百万円 3,190百万円 

 営 業 損 失 △234百万円 △303百万円 △968百万円 

 経 常 損 失 △213百万円 △278百万円 △939百万円 

 当 期 純 損 失 △569百万円 △205百万円 △1,245百万円 

 １ 株 当 た り 当 期 純 損 失 △13,571.39円 △4,899.39円 △29,665.91円 

 １ 株 当 た り 配 当 金 0円 0円 0円 

 

４．株式譲渡先の概要 

（１） 名 称 日本環境設計株式会社 

（２） 所 在 地 東京都千代田区霞が関三丁目2番5号 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役社長 髙尾 正樹 

（４） 事 業 内 容 
リサイクルプロジェクト「BRING」の企画・運営、再生プロダクトの製

造・販売 

（５） 資 本 金 806百万円 

（６） 設 立 年 月 日 平成19年１月16日 

（７） 純 資 産 1,956百万円 

（８） 総 資 産 4,061百万円 

（９） 
上 場 会 社 と 

当 該 会 社 の 関 係 

資 本 関 係 記載すべき資本関係はありません。 

人 的 関 係 記載すべき人的関係はありません。 

取 引 関 係 記載すべき取引関係はありません。 

関連当事者へ

の 該 当 状 況 
当該会社は関連当事者に該当しません。 
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５．譲渡株式数および譲渡前後の所有株式の状況 

（１） 異動前の所有株式数 

42,001株 

（議決権の数：42,001個） 

（議決権所有割合：100.0％） 

（２） 譲 渡 株 式 数 
42,001株 

（議決権の数：42,001個） 

（３） 譲 渡 価 額 100百万円 

（４） 異動後の所有株式数 

0株 

（議決権の数：   0個） 

（議決権所有割合：0.0％） 

 

 

６．日 程 

（１） 取 締 役 会 決 議 日 平成30年3月7日 

（２） 契 約 締 結 日 平成30年3月7日 

（３） 株 式 譲 渡 実 行 日 平成30年4月（予定） 

 

 

７．今後の見通し 

本件の株式譲渡が平成30年3月期の当社連結業績に与える影響は、軽微であると見込んでおります。 

 

 

以 上 

 

（参考）当期連結業績予想（平成30年3月7日公表分）および前期連結実績 

（単位：百万円） 

 
連結売上高 連結営業利益 連結経常利益 

親会社株主に帰属する

当期純利益 

当期連結業績予想 

（平成30年3月期） 
790,000 30,000 31,000 △22,000 

前期連結実績 

（平成29年3月期） 
779,469 36,184 36,107 12,190 

 


